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私
は
本
年
度
文
芸
懇
話
会
賞
候
補
作
品
と
し
て
、
関
根
秀
雄
訳
「
モ
ン
テ

ー
ニ
ュ
随
想
録
」
を
推
薦
し
た
も
の
の
一
人
で
あ
る
。

　
同
じ
く
本
書
を
推
薦
し
た
他
の
会
員
諸
氏
は
、
何
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由

を
も
つ
て
ゐ
る
筈
だ
が
、
私
は
特
に
委
員
会
の
指
命
に
従
つ
て
、
自
分
一
個

の
推
薦
理
由
を
公
表
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
一
、
文
芸
懇
話
会
賞
は
翻
訳
に
も
与
へ
得
る
規
定
が
あ
る
以
上
、
毎
年
と

　
　
い
ふ
わ
け
に
は
行
く
ま
い
が
、
特
に
翻
訳
文
学
史
上
劃
期
的
な
収
穫
と

　
　
見
る
べ
き
も
の
に
は
、
こ
れ
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
い
ふ
の
が
私
の

　
　
意
見
で
あ
つ
た
。
幸
ひ
昨
年
度
に
於
て
、
関
根
秀
雄
氏
の
「
モ
ン
テ
ー

　
　
ニ
ュ
随
想
録
」
三
巻
の
名
訳
が
完
結
し
、
専
門
家
の
間
は
勿
論
、
こ
れ

3



　
　
を
識
る
人
々
の
満
場
一
致
的
賞
讃
を
博
し
た
こ
と
か
ら
見
て
、
本
書
の

　
　
如
き
は
最
も
適
当
な
候
補
作
品
で
あ
る
と
私
は
信
じ
た
。

　
二
、
翻
訳
の
価
値
は
何
に
よ
つ
て
決
す
る
か
と
い
ふ
問
題
は
、
甚
だ
デ
リ

　
　
ケ
エ
ト
で
あ
る
。
一
方
、
創
作
と
の
比
較
評
価
の
如
き
は
、
ま
つ
た
く

　
　
無
意
味
に
近
い
。
が
、
し
か
し
、
翻
訳
の
う
ち
か
ら
一
つ
を
択
ぶ
と
い

　
　
ふ
場
合
に
、
自
ら
そ
の
判
断
に
は
基
準
が
生
じ
る
と
思
ふ
。
文
学
鑑
賞

　
　
の
態
度
に
、
自
ら
一
定
の
方
向
が
伴
ふ
の
と
同
様
で
あ
る
。
私
は
次
の

　
　
諸
点
か
ら
、
関
根
君
の
訳
業
を
昨
年
度
随
一
と
断
定
す
る
。

　
　
　
イ
　
原
書
の
古
典
的
、
文
化
的
価
値
。

　
　
　
「
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
随
想
録
」
は
仏
蘭
西
文
学
の
有
す
る
、
最
も
貴
重

　
　
　
な
古
典
の
一
つ
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
近
代
思
潮
の
一
大
源
泉
と
し
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て
、
世
界
文
芸
史
上
、
そ
の
影
響
が
甚
だ
深
く
、
広
く
、
且
つ
決
定

　
　
　
的
で
あ
る
。
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
近
代
文
明
の
黎
明
期
に
於
て
、
仏

　
　
　
蘭
西
が
生
ん
だ
こ
の
良
心
と
叡
智
の
書
が
、
現
代
の
日
本
に
齎
ら
さ

　
　
　
れ
て
如
何
な
る
意
義
が
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
は
、
誰
よ
り
も
先
づ
わ

　
　
　
れ
わ
れ
文
学
者
が
考
な
く
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
読
書
の
愉
悦

　
　
　
の
完
き
を
知
ら
し
め
る
こ
と
、
当
今
、
こ
の
書
に
如
く
も
の
は
な
い

　
　
　
と
私
は
考
へ
る
。

　
　
　
ロ
　
こ
の
翻
訳
は
誰
に
で
も
出
来
る
と
い
ふ
や
う
な
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
実
際
優
秀
な
訳
と
い
は
れ
る
や
う
な
も
の
の
う
ち
に
も
、
誰
が
や
つ

　
　
　
て
も
や
り
方
次
第
で
は
、
そ
の
程
度
の
も
の
に
な
る
と
い
ふ
種
類
の

　
　
　
も
の
が
多
い
が
、
こ
の
「
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
」
は
、
稀
有
な
教
養
と
才

5



　
　
　
能
と
努
力
と
を
俟
つ
て
、
は
じ
め
て
よ
く
原
書
の
真
面
目
を
伝
へ
得

　
　
　
る
も
の
で
あ
り
、
殊
に
そ
の
文
体
の
理
解
と
邦
語
表
現
に
は
、
訳
者

　
　
　
自
身
の
「
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
」
的
と
も
思
は
れ
る
風
格
を
必
要
と
す
る

　
　
　
の
で
あ
る
。
関
根
君
の
「
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
」
は
、
実
に
、
今
日
ま
で

　
　
　
の
日
本
に
於
て
、
何
人
も
企
て
及
ば
な
か
つ
た
や
う
な
、
原
書
と
訳

　
　
　
文
と
の
微
妙
な
照
応
を
示
し
、
恐
ら
く
完
全
な
意
味
に
於
け
る
「
モ

　
　
　
ン
テ
ー
ニ
ュ
」
日
本
語
決
定
訳
と
し
て
、
世
界
に
誇
示
す
る
に
足
る

　
　
　
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
ハ
　
「
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
随
想
録
」
の
翻
訳
が
今
日
の
日
本
に
於
て
、

　
　
　
文
学
賞
を
獲
得
す
る
と
い
ふ
時
代
的
な
現
象
に
つ
い
て
、
私
は
、
国

　
　
　
民
一
般
の
注
意
を
喚
起
し
、
特
に
、
諸
外
国
の
識
者
に
こ
の
ニ
ュ
ウ
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ス
を
伝
へ
た
く
思
ふ
。
こ
れ
は
何
よ
り
も
雄
弁
に
、
我
が
国
の
文
壇

　
　
　
（
若
し
文
壇
が
そ
れ
を
認
め
る
な
ら
）
が
、
自
国
権
力
階
級
の
反
動

　
　
　
化
と
蒙
昧
に
拘
は
ら
ず
、
常
に
進
歩
と
自
由
の
味
方
で
あ
る
こ
と
を

　
　
　
語
り
得
る
も
の
だ
と
信
じ
て
疑
は
な
い
。
こ
の
翻
訳
が
も
う
五
十
年

　
　
　
早
く
世
に
出
で
、
日
本
の
大
学
生
の
大
部
分
が
こ
れ
を
読
ん
で
ゐ
た

　
　
　
な
ら
、
今
頃
は
も
う
少
し
世
の
中
が
明
る
く
な
つ
て
ゐ
た
ら
う
と
思

　
　
　
ふ
く
ら
ゐ
で
あ
る
。
（
一
九
三
六
・
二
）
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青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/
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作
ら
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校
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ボ
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